
石川県立美術館だより
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■ 前田家歴代藩主の甲冑・陣羽織と加賀象嵌鐙Ⅱ

 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 琳派コレクションⅡ―宗達・宗雪・光琳・乾山―【古美術】

■ 夏休み 親子で楽しむ美術館 はじめての工芸【近現代工芸】

■ ひとのからだ―身体をめぐる表現―【近現代絵画・彫刻】

■ 優品選 【近現代絵画・彫刻】

  ７月の企画展示室

  学芸室の人々

 〔企画展Topics〕ブダペスト国立工芸美術館名品展　ジャポニスムからアール・ヌーヴォーへ

 〔参加者募集〕親子で楽しむ  夏休みの行事！

  ７月の行事予定

重要文化財《雲龍蒔絵大小拵》前田利家所用　尾山神社蔵

ー企画展「加賀百万石 文武の誉れ―歴史と継承―」よりー

加賀百万石 文武の誉れ―歴史と継承―

XMFRemote_(188001)247010_石川県立美術館だより第453号 1 折 2021/06/23 08:59:30



BI J U T S U K A N  D AY O RI  N o .453 2

重要文化財《短刀　銘吉光（名物　前田藤四郎）》

前田育徳会所蔵

本
展
は
、
文
武
に
際
立
っ
た
加
賀
藩
主
・
前
田
家
所
縁
の
刀

剣
、
書
跡
、
典
籍
な
ど
の
国
宝
を
は
じ
め
、「
百
万
石
」
の
自
負

と
気
概
の
も
と
に
、
明
治
時
代
以
降
に
石
川
県
で
収
集
さ
れ

た
茶
道
美
術
の
名
品
、
そ
し
て
高
山
右
近
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
を
今
日
に
伝
え
る
文
化
財
も
あ
わ

せ
て
展
示
し
、
本
県
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
歴

史
と
継
承
の
観
点
か
ら
広
く
発
信
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
本
展
の
章
立
て
と
、
代
表
的
な
出
品
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

第
1

章
：
武
の
誉
れ

・
国
宝

《
剣　

銘
吉
光
》　

吉
光　

白
山
比
咩
神
社
蔵

・ 

国
宝

《
刀　

無
銘
正
宗
（
名
物　

太
郎
作
正
宗
）
》　

相
州

正
宗　

前
田
育
徳
会
蔵

・ 

重
文

《
短
刀　

銘
吉
光
（
名
物　

前
田
藤
四
郎
）
》　

吉
光　

前
田
育
徳
会
蔵

・ 

重
文

《
太
刀　

銘
備
前
国
長
船
住
長
光
》　

長
光　

白
山
比
咩
神
社
蔵

・ 《
刀　

（
名
物　

北
野
江
）
》　

郷　

義
弘　

東
京
国
立
博
物
館
蔵

・
重
美

《
刀
絵
図
》　

本
阿
弥
光
徳

第
2

章
：
文
の
誉
れ

・ 

国
宝

《
万
葉
集
（
金
沢
万
葉
）
》　

伝
源
俊
頼　

前
田
育
徳
会
蔵

・
国
宝

《
土
佐
日
記
》　

藤
原
定
家

前
田
育
徳
会
蔵

・ 《
古
筆
短
冊
手
鑑
》　

第
一
、
第
三
帖　

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵

・
重
文

《
古
今
和
歌
集　

清
輔
本
》

・
重
文

《
天
狗
草
紙　

園
城
寺
巻
》

・
重
文

《
色
絵
梅
花
図
平
水
指
》　

野
々
村
仁
清

第
3

章
：
高
山
右
近
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶

・
《
高
山
右
近
書
状
》　

本
行
寺
蔵

・ 《
前
田
利
常
書
状　

光
高
宛　

二
月
二
十
一
日
》　

前
田
育
徳
会
蔵

・
《
聖
母
子
像
》　

カ
ト
リ
ッ
ク
金
沢
教
会
蔵

・
県
文

《
南
蛮
人
渡
来
図
》　

本
泉
寺
蔵

◆
観
覧
料

一
般
：
一
〇
〇
〇
円
（
八
〇
〇
円
）

大
学
生
：
八
〇
〇
円
（
六
〇
〇
円
）

高
校
生
以
下
：
無
料

※ （　
　

）
内
は
六
十
五
歳
以
上
、
及
び
二
十
名
以
上
の
団
体

料
金
。

◆
関
連
行
事

記
念
講
演
会
「
財
団
設
立
1
0
0
年
に
向
け
て
―
前
田
育
徳

会
の
挑
戦
（
仮
）
」

日
時
：
7

月
18

日
（
日
）
13

時
30

分
～
15

時

講
師
： 

石
田
寛
人
氏
（
公
益
財
団
法
人

前
田
育
徳
会
理
事

長
）

会
場
：
当
館
ホ
ー
ル

＊
申
込
不
要
、
聴
講
無
料

土
曜
講
座　

①
「
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
武
二
道
観
」

②
「
加
賀
に
お
け
る
高
山
右
近
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
」

日
時
：
①
7

月
17

日
（
土
）

②
7

月
31

日
（
土
）

と
も
に
13

時
30

分
～
15

時

講
師
：
村
瀬
博
春
（
本
展
担
当
学
芸
員
）

会
場
：
当
館
講
義
室

＊
申
込
不
要
、
聴
講
無
料　

企画展（第７～９展示室） 

加賀百万石 文武の誉れ―歴史と継承―

7月10日（土）～8月8日（日・祝）　会期中無休

主催／石川県立美術館　

後援／北國新聞社、NHK金沢放送局、北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、北陸朝日放送
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前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家歴代藩主の
甲冑・陣羽織と加賀象嵌鐙Ⅱ

7月10日（土）～8月8日（日・祝）　会期中無休

特
集
「
前
田
家
歴
代
藩
主
の
甲
冑
・
陣
羽
織
と
加
賀
象ぞ
う

嵌が
ん

鐙あ
ぶ
み」

で
は
、
前
田
育
徳
会
か
ら
寄
託
中
の
十
三
点
の
加
賀
象
嵌

鐙
の
う
ち
、
十
二
点
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
一
度
に

並
ぶ
こ
と
は
滅
多
に
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

鐙
は
、
馬
の
背
に
載
せ
る
鞍く

ら

に
吊
り
下
げ
て
足
の
置
き
場

と
す
る
道
具
で
す
。
頑
丈
な
鉄
で
つ
く
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
表

面
に
施
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
模
様
が
目
を
引
き
ま
す
。
こ
れ

は
、
鉄
に
金
や
銀
と
い
っ
た
異
な
る
素
材
の
金
属
を
嵌は

め
込

む
「
象ぞ

う

嵌が
ん

」
の
技
法
で
表
さ
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
一
点
も
の
で
す
。
金
沢
で
つ
く
ら
れ
た
加
賀
象
嵌

鐙
は
、
江
戸
時
代
に
は
実
用
品
、
贈
答
品
と
し
て
高
い
需
要
を

誇
り
ま
し
た
。

模
様
は
正
面
に
あ
た
る
鳩は

と

胸む
ね

と
そ
の
両
側
の
笑え
み

だ
け
で
な

く
、
側
面
や
舌し
た

裏う
ら

と
よ
ば
れ
る
底
の
部
分
に
ほ
ど
こ
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
作
品
の
模
様
だ
け
で
も
、

龍
・
千
鳥
・
亀
・
兎
と
い
っ
た
生
き
物
、
牡
丹
唐
草
・
瓢
箪
・
竹
な

ど
の
植
物
、
障
子
・
水
引
と
い
っ
た
調
度
、
紗さ

綾や

形が
た

・
籠
目
・
葵

花
菱
・
花
菱
・
角か

く

繋つ
な
ぎな
ど
伝
統
的
文
様
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
実
に
多
彩
で
す
。
ま
た
、
紋も

ん

板い
た

に
つ
く
ら
れ
た
窓
の

よ
う
な
紋も

ん

板い
た

透す
か
しも

、
算さ

ん

木ぎ

・
格こ

う

子し

だ
け
で
な
く
植
物
や
鳥
の
形

も
あ
り
、
見み

所ど
こ
ろの
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
紋
板
の
側
面
、
渡
り
の
部
分
に
彫
ら
れ
た
の
が

「
金
沢
住
〇
〇
作
」「
加
州
住
〇
〇
作
」
な
ど
の
象
嵌
師
の
名
前

で
す
。
展
示
作
品
か
ら
は
小
さ
く
て
見
づ
ら
い
で
す
が
、
江
戸

時
代
に
ど
の
よ
う
な
象
嵌
師
が
活
躍
し
て
い
た
か
を
伝
え
て

い
ま
す
。

《高山右近書状》本行寺蔵《瓢箪文銀象嵌鐙》前田育徳会蔵

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
高
山
右
近
に
改
め
て
着
目
し
ま
し
た
。
右
近
の
キ
リ
ス
ト
教
入
信
か
ら
江
戸
幕
府
の
禁

教
令
に
よ
る
金
沢
追
放
に
至
る
軌
跡
を
た
ど
る
と
、「
大
航
海
時
代
」
の
潮
流
が
見
え
て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
で
『
加

賀
大
乗
寺
史
』
は
、
石
川
県
立
美
術
館
の
敷
地
に
は
一
五
九
九
年
に
一
時
大
乗
寺
が
移
転
し
た
が
、
一
六
〇
一
年

に
こ
の
地
を
高
山
右
近
が
賜
っ
た
の
で
、
再
度
大
乗
寺
は
大
乗
寺
坂
の
地
に
転
地
を
命
じ
ら
れ
た
と
伝
え
て
い

ま
す
。
右
近
の
居
住
地
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
り
ま
す
が
、
当
館
が
右
近
ゆ
か
り
の
地
に
あ
る
こ
と
に
感
慨
を
覚

え
ま
す
。

学芸員の眼
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近現代工芸（第5展示室）

夏休み 親子で楽しむ美術館

はじめての工芸
7月10日（土）～9月12日（日）
※ただし8月9日～11日は展示替えのため閉室

古美術（第２展示室）

琳派コレクションⅡ
―宗達・宗雪・光琳・乾山―

7月10日（土）～8月8日（日・祝）　会期中無休

石
川
県
立
美
術
館
で
は
例
年
、
夏
休
み
の
期
間
中
に
、「
親

子
で
楽
し
む
美
術
館
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
展
示
を
行
っ

て
い
ま
す
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、、こ
の
秋
に
当
地
で
開
催
さ

れ
る
「
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
in

石
川
」
に
ち
な
ん
で
、「
工

芸
」
で
す
。
石
川
県
は
、
江
戸
時
代
か
ら
工
芸
が
盛
ん
な
土
地

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
九
谷
焼
、
輪
島
塗
、
加
賀
友
禅
な
ど

の
伝
統
工
芸
が
今
も
息
づ
き
、
現
代
に
お
い
て
は
多
種
多
様

な
工
芸
が
展
開
し
て
い
ま
す
。
当
館
に
も
多
く
の
工
芸
作
品

が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ざ
美
術
館
で
工
芸
を
鑑
賞
す
る
時
、

ど
う
見
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
展
示
で
は
、
各
種
工
芸
の

工
程
見
本
な
ど
を
作
品
と
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
ま
た
注
目
す

べ
き
技
法
に
つ
い
て
も
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
、
初
め
て
工

芸
作
品
に
触
れ
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
展
示
と
し
ま
す
。

石
川
県
の
工
芸
に
つ
い
て
学
ぶ
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、

改
め
て
工
芸
っ
て
な
に
？
と
い
う
疑
問
を
持
つ
大
人
の
方
に

も
、
気
軽
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
連
行
事
（
詳
細
は
7

ペ
ー
ジ
に
て
）

・
加
賀
友
禅
染
め
折
り
マ
ス
ク
づ
く
り

日
時　

7

月
22

日
（
木
・
祝
）

・
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
「
は
じ
め
て
の
う
る
し
」

日
時　

7

月
28

日
（
水
）
13

時
30

分
～
16

時

・
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
講
座
「
は
じ
め
て
の
工
芸
」

日
時　

8

月
18

日
（
水
）
10

時
30

分
～
11

時
30

分

第
2

展
示
室
に
て
開
催
中
の
「
琳
派
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、

7

月
4

日
に
て
Ⅰ
期
が
終
了
し
、
一
部
展
示
替
え
を
行
っ
て

7

月
10

日
（
土
）
よ
り
新
た
な
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
本
号
の

だ
よ
り
で
は
、
喜
多
川
相
説
の
二
点
の
作
品
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
し
ょ
う
。

喜
多
川
相
説
は
、
前
号
に
紹
介
し
た
俵
屋
宗
雪
没
後
の
画

房
の
中
心
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
「
伊
年
」
印

を
用
い
、
七
十
二
歳
以
上
の
高
齢
に
な
っ
て
も
制
作
活
動
を

行
っ
て
い
た
こ
と
、「
法
橋
」
に
叙
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

が
わ
か
る
も
の
の
、
生
没
年
は
不
明
で
す
。
宗
雪
と
相
説
は
と

も
に
「
そ
う
せ
つ
」
と
発
音
す
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
同
一

人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
宗
雪
の
作

品
が
金
地
に
洗
練
さ
れ
た
構
図
で
動
植
物
を
華
や
か
に
描
い

た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
相
説
は
紙
本
に
草
花
を
散
ら
し

た
落
ち
着
い
た
色
彩
の
作
品
が
主
流
で
す
。
代
表
作
品
の
ひ

と
つ
で
あ
る
Ⅰ
期
で
展
示
し
た
《
草
花
図
屏
風
》（
個
人
蔵
）
か

ら
も
、
そ
の
特
徴
が
う
か
が
え
ま
す
。

石
川
県
指
定
文
化
財
の
《
秋
草
図
屏
風
》
は
、
す
す
き
・
芙

蓉
・
萩
・
菊
・
女
郎
花
・
葉
鶏
頭
な
ど
の
秋
草
が
、
全
体
に
円
を

描
く
よ
う
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
配
さ
れ
た
作
品
で
す
。
輪
郭
線

を
描
か
な
い
琳
派
特
有
の
「
た
ら
し
込
み
」
が
多
用
さ
れ
て
い

ま
す
。「
相
説
法
橋
」
の
署
名
、「
宗
雪
」
の
朱
白
文
方
印
、「
伊

年
」
朱
文
円
印
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
点
が
、《
芥
子
図
小
屏
風
》（
個
人
蔵
）
で
す
。
相
説
と

し
て
は
珍
し
い
金
地
の
屏
風
で
、
満
開
の
芥
子
の
花
が
愛
ら

し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
法
橋
相
説
」
の
署
名
と
「
伊
年
」
朱

文
円
印
が
見
え
ま
す
。

石川県指定文化財《秋草図屏風》喜多川相説二代德田八十吉《長寿餝皿》
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近現代絵画・彫刻（第3・6展示室）

優品選

7月10日（土）～8月8日（日・祝）　会期中無休

近現代絵画・彫刻（第4展示室）

ひとのからだ
―身体をめぐる表現―

7月10日（土）～8月8日（日・祝）　会期中無休

今
回
の
優
品
選
、
テ
ー
マ
は
夏
。

日
本
画
分
野
は
、
季
節
感
と
涼
感
が
溢
れ
る
《
白
山
図
》
を

紹
介
し
ま
す
。
作
者
は
「
白
山
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
た
玉
井
敬

泉
。
山
頂
付
近
の
様
子
を
、
六
曲
一
双
の
パ
ノ
ラ
マ
に
仕
立
て

た
夏
の
白
山
で
す
。
高
山
植
物
が
愛
ら
し
く
咲
き
、
敬
泉
の
白

山
愛
が
溢
れ
た
作
品
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
静
け
さ
が
支
配
す
る

夏
の
ひ
と
と
き
を
描
い
た
平
桜
和
正
《
静
映
》
な
ど
、
季
節
の

優
品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

油
彩
分
野
か
ら
は
、
宮
本
三
郎
《
熱
叢
夢
》
を
紹
介
し
ま
す
。

宮
本
は
晩
年
、
神
話
や
聖
書
を
主
題
に
華
麗
な
世
界
を
展
開

し
、
本
作
で
は
、
白
鳥
に
変
身
し
た
ゼ
ウ
ス
が
レ
ダ
を
誘
惑
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
描
き
ま
し
た
。
何
気
な
い
姿
勢
の
モ
デ
ル

は
、
画
家
と
と
も
に
対
峙
し
て
い
る
よ
う
な
感
情
を
誘
い
ま

す
。
宮
本
と
一
緒
に
モ
デ
ル
に
向
き
合
う
感
覚
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

彫
刻
分
野
で
は
、
矩
幸
成
《
し
ぶ
き
》
を
展
示
し
ま
す
。
少
し

う
つ
む
い
た
裸
婦
の
ポ
ー
ズ
は
、
全
身
で
流
れ
る
よ
う
な
リ

ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
水
し
ぶ
き
を

浴
び
て
い
る
涼
し
げ
な
様
子
や
、
夏
の
き
ら
め
く
空
気
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

脇
田
和
の
素
描
・
版
画
分
野
か
ら
、
夏
に
ぴ
っ
た
り
な
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。「
素
描
の
た
め
の
材
料
と
方
法
は
ほ
と
ん
ど

無
限
大
に
あ
る
」
と
脇
田
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回
展
示

さ
れ
る
《
あ
せ
か
き
》
と
題
さ
れ
る
作
品
は
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の

技
法
を
使
っ
て
画
家
の
構
想
力
が
自
由
に
表
現
さ
れ
た
作
品

で
す
。
素
描
の
画
面
作
り
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
、
汗
か
き
な
人

物
の
心
和
む
表
情
を
ご
覧
下
さ
い
。

絵
画
・
彫
刻
に
お
け
る
身
体
表
現
に
つ
い
て
、
四
つ
の
テ
ー

マ
に
分
け
て
紹
介
す
る
特
集
展
示
で
す
。

は
じ
め
の
テ
ー
マ
は
〔
修
練
の
基
本
と
し
て
の
身
体
〕
で

す
。
人
体
や
裸
婦
は
、
作
品
制
作
の
基
礎
訓
練
に
欠
か
せ
な
い

題
材
で
す
。
三
方
向
か
ら
見
た
裸
婦
を
あ
ら
わ
し
た
高
田
博

厚
作
品
（
版
画
）
、
彫
刻
の
ト
ル
ソ
（
頭
と
四
肢
を
除
い
た
胴
体

だ
け
の
人
体
）
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

〔
魅
せ
る
身
体
〕
で
は
、
運
動
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

人
体
を
紹
介
し
ま
す
。
躍
動
す
る
肉
体
は
美
し
い
も
の
で
す
。

バ
レ
リ
ー
ナ
か
ら
着
想
を
得
た
と
思
わ
れ
る
長
谷
川
八
十

《
踊
る
女
》（
彫
刻
）
や
、
身
体
構
造
を
正
確
に
把
握
し
制
作
し

た
吉
田
三
郎
の
《
平
均
》（
彫
刻
）
、
そ
の
弟
子
の
木
村
珪
二
に

よ
る
レ
リ
ー
フ
《
ハ
ー
ド
ル
》（
彫
刻
）
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

〔
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
〕
と
い
う
テ
ー
マ
が
続
き
ま
す
。
人
体

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
・
動
き
の
パ
ー
ツ
が
存
在
し
、
構
造

も
複
雑
で
す
。
身
体
の
あ
る
一
部
に
焦
点
を
当
て
た
作
品
は

表
情
豊
か
に
目
に
移
り
、
思
わ
ぬ
美
し
さ
を
顕
し
ま
す
。
布
を

ま
と
っ
た
身
体
の
浮
遊
感
が
印
象
的
な
長
野
祥
三
作
品
（
油

彩
画
）
、
衣
服
の
み
を
配
置
す
る
こ
と
で
描
か
れ
て
い
な
い
身

体
を
想
起
さ
せ
る
、
脇
田
和
《
く
つ
し
た
》（
版
画
）
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
。

最
後
の
〔
想
像
力
の
広
が
り
〕
で
は
、
身
体
を
自
由
に
解
釈

し
た
作
品
が
並
び
ま
す
。
複
数
の
人
物
か
、
一
人
の
違
う
側
面

か
。
想
像
力
を
刺
激
さ
れ
る
坂
根
克
介
《
道
化
》（
日
本
画
）
や
、

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と
人
体
が
合
わ
さ
っ
た
よ
う
な
長
谷
川
大
治

郎
《
思
考
す
る
人
》（
彫
刻
）
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

木下晋《表情》宮本三郎《熱叢夢》
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第7展示室

第49回

北陸二紀展

6月30日（水）～7月4日（日）　会期中無休

企画展Topics

ブダペスト国立工芸美術館名品展

ジャポニスムから
アール・ヌーヴォーへ
8月15日（日）～9月12日（日）　会期中無休

二
紀
会
は
「
類
型
化
を
排
す
る
。
具
象
・
非
具
象
を
論
じ
な

い
。
創
造
的
な
個
性
の
発
現
を
尊
重
す
る
。
情
実
を
排
し
新
人

を
抜
擢
し
、
積
極
的
に
世
に
送
る
」
の
主
張
を
掲
げ
て
昭
和
二

十
二
年
以
来
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

北
陸
二
紀
展
（
研
究
会
）
は
北
陸
支
部
会
員
が
、
第
七
十
四

回
二
紀
展
に
向
け
て
制
作
し
た
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

世
評
を
問
い
、
二
紀
会
委
員
の
批
評
と
指
導
を
受
け
て
作
品

の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
高
覧
賜
り

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
後
援
／
北
國
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
金
沢
、
北
陸
放
送

◇
連
絡
先
／
白
山
市
田
地
町
27　

太
田
喜
代
司

電
話
：
0
9
0

－
8
9
6
9

－

4
0
8
0

19

世
紀
後
半
、
日
本
の
文
物
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
入
し
た

こ
と
で
熱
狂
を
巻
き
起
こ
し
た
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
は
、
当
時

流
行
し
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
様
式
を
は
じ
め
、
西
洋
の
工

芸
品
や
デ
ザ
イ
ン
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
は
古
く
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
要
衝
と
し
て
栄
え
、
東
西
の
文
化
が
融
合
し
た
都
市
で
あ

り
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
立
工
芸
美
術
館
は
、
そ
の
地
域
的
な
特
性

も
相
ま
っ
て
、
一
八
七
二
年
の
開
館
当
初
か
ら
日
本
の
優
れ

た
工
芸
品
や
日
本
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
西
洋
の
名
品
を

積
極
的
に
収
集
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変
遷
を
示
す
貴
重
な
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

本
展
は
、
国
内
外
に
向
け
本
県
の
伝
統
工
芸
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
「
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
in

石
川
」
の
事
業
と

し
て
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
立
工
芸
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
を
テ
ー
マ

に
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
、
ガ
レ
、
ド
ー
ム
兄
弟
な
ど
の
名
品
と
と

も
に
、
ジ
ョ
ル
ナ
イ
陶
磁
器
製
造
所
な
ど
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代

表
す
る
作
品
群
を
含
め
、
厳
選
し
た
約
一
七
〇
点
の
名
品
を

ご
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

日
本
の
工
芸
は
、
西
洋
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

か
。
西
洋
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し

た
の
か

―
。
本
展
を
通
じ
、
工
芸
分
野
に
お
け
る
ジ
ャ
ポ
ニ

ス
ム
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
西
洋

に
大
き
な
衝
撃
と
深
い
感
銘
を
与
え
た
日
本
そ
し
て
本
県
の

工
芸
が
持
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
普
遍
的
な
魅
力
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ジョルナイ陶磁器製造所《竹文ティーセット》

1886年頃　ブダペスト国立工芸美術館蔵

学芸室の人々

学
芸
活
動
全
般
に
係
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
展
覧
会
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
配
線

ま
で
、
い
わ
ば
雑
芸
課
長
で
す
。
担
当
分
野
は
、
近
現
代
の
純
粋
美
術
で
す
。
目
下

の
目
標
は
、
机
上
を
整
理
で
き
る
学
芸
員
に
な
る
こ
と
と
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き

る
環
境
作
り
で
す
が
、ど
ち
ら
も
至
難
で
す
。

最
近
の
こ
だ
わ
り
は
、
切
っ
先
が
切
れ
る
よ
う
に
包
丁
を
研
ぐ
こ
と
。こ
れ
は
、

気
力
が
充
実
し
て
い
る
時
に
や
り
ま
す
。
あ
と
南
瓜
を
、
や
や
ね
っ
と
り
と
し
な

が
ら
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
食
感
に
炊
く
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
か
な
り
難
し
い
の
で
す

が
、
ほ
ん
の
少
し
大
き
め
の
鍋
を
使
う
こ
と
が
、
成
否
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、と
最
近
睨
ん
で
い
ま
す
。

前
多

武
志
（
学
芸
第
一
課
長
）
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【
工
芸
鑑
賞
＋
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

加
賀
友
禅
染
め
折
り
マ
ス
ク
づ
く
り

＊ 

展
示
室
で
加
賀
友
禅
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
あ
と
、
友
禅
マ
ス
ク
作
り
に

挑
戦
し
よ
う
！

日
時
：
7
月
22
日
（
木
・
祝
）
　
①
10
時
～
　
②
13
時
30
分
～

対
象
： 

小
中
学
生
（
定
員
各
回
10
名
）

※
小
学
生
は
、
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

申
込
：
0
7
6

－

2
2
5

－

1
3
7
1
（
県
文
化
振
興
課
）

料
金
：
一
〇
〇
〇
円

【
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
】

は
じ
め
て
の
う
る
し

＊ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
は
じ
め
て
の
工
芸
」
を
鑑
賞
し
た
あ
と
に
、
う
る
し

の
技
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
蒔ま
き

絵え

を
、
お
皿
に
施
す
体
験
で
す
。
自
分
だ
け

の
、
キ
ラ
キ
ラ
の
お
皿
を
完
成
さ
せ
よ
う
！

日
時
：
7
月
28
日
（
水
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

対
象
：
小
学
生
　
親
子
（
定
員
10
組
）

申
込
：
以
下
の
内
容
を
入
力
の
上
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宛
先
…is

h
ib

i@
p
re

f.is
h
ik

a
w

a
.lg

.jp

件
名
…
「
は
じ
め
て
の
う
る
し
」
申
込

本
文
…
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

※
申
込
締
切
は
7
月
14
日
（
水
）
で
す

　
　
　
※
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す

料
金
：
ひ
と
り
一
〇
〇
〇

円
（
予
定
）

【
企
画
展
「
文
武
の
誉
れ
」
関
連
行
事
】

子
ど
も
ツ
ア
ー

＊ 

企
画
展
の
み
ど
こ
ろ
や
楽
し
み
方
を
、
学
芸
員
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
ま
す
。

日
時
：
8
月
1
日
（
日
）

10
時
30
分
～
11
時

対
象
：
小
中
学
生
（
定
員
20
名
）

　
　
　
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
可
能
で
す
。

料
金
：
無
料
（
保
護
者
の
方
は
、
2
人
目
か
ら
要
観
覧
料
）

参
加
無
料
、
申
込
不
要

〔参加者募集〕

親子で楽しむ 夏休みの行事！

【
キ
ッ
ズ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
講
座
】

は
じ
め
て
の
工
芸

＊ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
は
じ
め
て
の
工
芸
」
を
鑑
賞
し
ま
す
。
学
芸
員
と
一
緒
に
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

挑
戦
し
よ
う
！

日
時
：
8
月
18
日
（
水
）

10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
：
小
学
生
親
子
（
定
員
20
名
）

参
加
無
料
、
申
込
不
要

【
子
ど
も
学
芸
員
体
験
】

＊ 

美
術
館
で
働
く
学
芸
員
に
な
っ
て
み
よ
う
！
美
術
館
の
裏
側
探
検
と
作
品
解
説
づ
く
り
を
体
験

で
き
る
機
会
で
す
。

日
時
：
8
月
4
日
（
水
）
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
象
：
小
学
4
・
5
・
6
年
生

親
子
（
定
員
10
組
）
※
先
着
順

料
金
：
無
料

申
込
：
以
下
の
内
容
を
入
力
の
上
、
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宛
先
…is

h
ib

i@
p
re

f.is
h
ik

a
w

a
.lg

.jp

件
名
…
「
子
ど
も
学
芸
員
体
験
」
申
込

本
文
…
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

※
申
込
締
切
は
8
月
1
日
（
日
）
で
す

7
月
の
行
事
予
定

■
企
画
展
「
加
賀
百
万
石

文
武
の
誉
れ

―
歴
史
と
継
承
―
」
関
連
行
事
　
講
演
会

13
時
30
分
～
15
時
　
美
術
館
ホ
ー
ル
に
て

無
料

18
日
（
日
）

演
題
：
「
財
団
設
立
1
0
0
年
に
向
け
て
―
前
田
育
徳
会
の
挑
戦
（
仮
）
」

講
師
：
石
田
寛
人
氏
（
公
益
財
団
法
人

前
田
育
徳
会
理
事
長
）

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
～
15
時

美
術
館
講
義
室
に
て

無
料

17
日
（
土
）

「
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
武
二
道
観
」

担
当
課
長

村
瀬
博
春

24
日
（
土
）

「
仏
像
は
語
る
3
」

副
館
長　
谷
口

出

31
日
（
土
）

「
加
賀
に
お
け
る
高
山
右
近
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
記
憶
」

担
当
課
長

村
瀬
博
春

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

14
時
30
分
～
15
時
30
分

美
術
館
ホ
ー
ル
に
て

無
料

11
日
（
日
）

「
日
本
美
術
史
　
室
町
・
桃
山
時
代

南
蛮
美
術
」（
24
分
）

「
シ
リ
ー
ズ
北
陸
の
工
芸
作
家

石
川
の
匠
た
ち
【
匠
の
技
】
」（
30
分
）

※
日
時
や
定
員
等
を
変
更
、ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。　
最
新
情
報
は
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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7月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00 年中無休

7月の休館日は

5日（月）～9日（金）

※すべてブダペスト国立工芸美術館蔵

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和3年8月12日（木）

～9月12日（日）

会期中無休
近代の美術 古九谷と再興九谷Ⅰ

次回の展覧会

第４展示室 第５展示室 第３・６展示室 1F企画展示室

没後50年

木村珪二

【近現代彫刻】

夏休み親子で楽しむ美術館

はじめての工芸

【近現代工芸】

優品選

【近現代絵画・彫刻】

ブダペスト国立工芸美術館名品展

ジャポニスムから
アール・ヌーヴォーへ
8月15日［日］～9月12日［日］

ブダペスト国立工芸美術館名品展　ジャポニスムからアール・ヌーヴォーへ 企画展Topics

会期：令和3年8月15日（日）～9月12日（日）

エミール・ガレ《洋蘭文花器》

1900年頃

ジョルナイ陶磁器製造所《葡萄新芽文花器》

1898-1899年

ミントン社《濃紫地金彩昆虫文蓋付飾壺》

1872年

ルイス・カンフォート・ティファニー

《植物文柱付香水瓶（化粧セットの一部）》

1913年頃

シャーンドル・アパーティ・アブト,

ジョルナイ陶磁器製造所

《狩りをする雌ライオン像》1908年
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